
























































































 表1.24M9(α,  α)24Mg厘',応1こおける共鳴準イ立






































 表2.Mg26(α,  α)Mg26反.応における共鳴準位
Eα
(MeV)
3.315
3.639
3.890
3.917
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 論文審査結果の要旨
 共鳴領域に於けるスピン0核によるα粒子の弾性散乱は複合核準位の量子数を一義的に決定出来
 る有用な方法である。
 この方法を用いて28Si及び3。Slの複合核準位を調べる事がこの論文の目的である。28S1の12
 MeVから13.5MeVまでの複合核準位の研究は在来色々な実験で調べられている。このうち2牛Mg
 (α,α1)反応では衝く簡単な方法で複合核準位のパラメーターが決定されている。一方3。Siの
 13MeVから14.5MeV附近の複合核準位の研究は在来全く行われていない状態である。この研究
 では24Mg(α,α),26Mg(α,α)反応を用いて28Siおよび30Siの複合核準位を調べている。
 実験は,パンデグラフからのα粒子を用い,2ヰMgではEα二32MeVから39MeVまで26Mgでは
 Eα冨3・1MeVから4・4MeVまでで4つの角度(重心系で90。,126。,140。および166。)で同時に
 5keVステブプで励起函数を求めた。90。,126。および140。は夫々ルジヤンドルポリノミアルが
 6二1から3で夫々0になる角度である。従って励起函数に異常性の現れない角度からその共鳴状
 態の関係する軌道角運動量を決定し,各角度に於ける励起函数を理論値に適合させズ適合法を用い
 て複合核準位の共鳴エネルギー,巾を求めている0
 24Mgでは7つの共鳴を解析し,3809MeVの共鳴を除いて在来の結果と一致した値を示している
 が,3、809MeVの共鳴は在来の結果と異り,3一状態である事を示している。又26Mgでは6つの
 共鳴状態を解析し,全部0+状態である事を示している。この6つの共鳴は今までに発見されなカめ
 た新しい状態である。
 以.ヒの様に,この研究は新しい多くの知見を得ているので博士の学位論文として適当であると認
 める。
 よって,金沢正明提出の論文は,理学榑士の学位論文として合格と認める。
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